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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成25年8月15日(2013.8.15)

【公開番号】特開2010-265164(P2010-265164A)
【公開日】平成22年11月25日(2010.11.25)
【年通号数】公開・登録公報2010-047
【出願番号】特願2010-48515(P2010-48515)
【国際特許分類】
   Ｃ０３Ｃ   3/068    (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０３Ｃ   3/068   　　　　
   Ｇ０２Ｂ   1/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年7月1日(2013.7.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
Ｆｅを含み、かつ酸化物換算のガラス組成において、外割りでＳｎＯ2を０．０１～３質
量％およびＳｂ2Ｏ3を０～０．１質量％含むとともに、Ｆｅ2Ｏ3、ＳｎＯ2およびＳｂ2Ｏ

3を除くガラス質量に対するＴｉＯ2含有量が０～１質量％でありＷＯ3含有量が０～４質
量％である熔融ガラスを調製し、調製した熔融ガラスを成形することを含む光学ガラスの
製造方法。
【請求項２】
前記熔融ガラスを、必須添加剤としてＳｎ化合物を添加し、任意添加剤としてＳｂ化合物
を添加したガラス原料を加熱熔融することにより調製する請求項１に記載の光学ガラスの
製造方法。
【請求項３】
前記熔融ガラスを、必須添加剤としてＳｎ化合物を添加し、任意添加剤としてＳｂ化合物
を添加したガラス原料を加熱熔解し、次いで冷却することによりカレット原料を作製し、
作製したカレット原料を加熱熔融することにより調製する請求項１に記載の光学ガラスの
製造方法。
【請求項４】
前記熔融ガラスは、Ｆｅ2Ｏ3に換算して０ｐｐｍ超２０ｐｐｍ以下のＦｅを含む請求項１
～３のいずれか１項に記載の光学ガラスの製造方法。
【請求項５】
前記熔融ガラスは、Ｆｅ2Ｏ3に換算して０．０５ｐｐｍ以上２０ｐｐｍ以下のＦｅを含む
請求項４に記載の光学ガラスの製造方法。
【請求項６】
前記光学ガラスは、波長２００～７００ｎｍの範囲において、厚さ１０ｍｍにおける外部
透過率が７０％となる波長λ70が４００ｎｍ以下である請求項１～５のいずれか１項に記
載の光学ガラスの製造方法。
【請求項７】
請求項１～６のいずれか１項に記載の方法により光学ガラスを作製し、作製した光学ガラ
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スをプレス成形用ガラス素材に成形するプレス成形用ガラス素材の製造方法。
【請求項８】
請求項７に記載の方法によりプレス成形用ガラス素材を作製し、作製したプレス成形用ガ
ラス素材を加熱により軟化した状態で、プレス成形型を用いてプレス成形することにより
光学素子ブランクを作製する光学素子ブランクの製造方法。
【請求項９】
請求項８に記載の方法により光学素子ブランクを作製し、作製した光学素子ブランクを研
削および／または研磨することにより光学素子を作製する光学素子の製造方法。
【請求項１０】
請求項７に記載の方法によりプレス成形用ガラス素材を作製し、作製したプレス成形用ガ
ラス素材を加熱により軟化した状態で、プレス成形型を用いて精密プレス成形することに
より光学素子を作製する光学素子の製造方法。
【請求項１１】
酸化物換算のガラス組成において、外割りでＳｎＯ2を０．０１～３質量％およびＳｂ2Ｏ

3を０～０．１質量％を含有させることにより、Ｆｅを含む光学ガラスであって、Ｆｅ2Ｏ

3、ＳｎＯ2およびＳｂ2Ｏ3を除くガラス質量に対するＴｉＯ2含有量が０～１質量％であ
りＷＯ3含有量が０～４質量％である光学ガラスの着色を抑制する方法。
【請求項１２】
前記着色の抑制は、波長２００～７００ｎｍの範囲において、前記光学ガラスの厚さ１０
ｍｍにおける外部透過率が７０％となる波長λ70および／または上記外部透過率が８０％
となる波長λ80を短波長化することを含む請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
前記光学ガラスは、Ｆｅ2Ｏ3に換算して０ｐｐｍ超２０ｐｐｍ以下のＦｅを含む請求項１
１または１２に記載の方法。
【請求項１４】
前記光学ガラスは、Ｆｅ2Ｏ3に換算して０．０５ｐｐｍ以上２０ｐｐｍ以下のＦｅを含む
請求項１３に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
  即ち、上記目的は、下記手段により達成された。
[１]Ｆｅを含み、かつ酸化物換算のガラス組成において、外割りでＳｎＯ2を０．０１～
３質量％およびＳｂ2Ｏ3を０～０．１質量％含むとともに、Ｆｅ2Ｏ3、ＳｎＯ2およびＳ
ｂ2Ｏ3を除くガラス質量に対するＴｉＯ2含有量が０～１質量％でありＷＯ3含有量が０～
４質量％である熔融ガラスを調製し、調製した熔融ガラスを成形することを含む光学ガラ
スの製造方法。
[２]前記熔融ガラスを、必須添加剤としてＳｎ化合物を添加し、任意添加剤としてＳｂ化
合物を添加したガラス原料を加熱熔融することにより調製する[１]に記載の光学ガラスの
製造方法。
[３]前記熔融ガラスを、必須添加剤としてＳｎ化合物を添加し、任意添加剤としてＳｂ化
合物を添加したガラス原料を加熱熔解し、次いで冷却することによりカレット原料を作製
し、作製したカレット原料を加熱熔融することにより調製する[１]に記載の光学ガラスの
製造方法。
[４]前記熔融ガラスは、Ｆｅ2Ｏ3に換算して０ｐｐｍ超２０ｐｐｍ以下のＦｅを含む[１]
～[３]のいずれかに記載の光学ガラスの製造方法。
[５]前記熔融ガラスは、Ｆｅ2Ｏ3に換算して０．０５ｐｐｍ以上２０ｐｐｍ以下のＦｅを
含む[４]に記載の光学ガラスの製造方法。
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[６]前記光学ガラスは、波長２００～７００ｎｍの範囲において、厚さ１０ｍｍにおける
外部透過率が７０％となる波長λ70が４００ｎｍ以下である[１]～[５]のいずれかに記載
の光学ガラスの製造方法。
[７][１]～[６]のいずれかに記載の方法により光学ガラスを作製し、作製した光学ガラス
をプレス成形用ガラス素材に成形するプレス成形用ガラス素材の製造方法。
[８][７]に記載の方法によりプレス成形用ガラス素材を作製し、作製したプレス成形用ガ
ラス素材を加熱により軟化した状態で、プレス成形型を用いてプレス成形することにより
光学素子ブランクを作製する光学素子ブランクの製造方法。
[９][８]に記載の方法により光学素子ブランクを作製し、作製した光学素子ブランクを研
削および／または研磨することにより光学素子を作製する光学素子の製造方法。
[１０][７]に記載の方法によりプレス成形用ガラス素材を作製し、作製したプレス成形用
ガラス素材を加熱により軟化した状態で、プレス成形型を用いて精密プレス成形すること
により光学素子を作製する光学素子の製造方法。
[１１]酸化物換算のガラス組成において、外割りでＳｎＯ2を０．０１～３質量％および
Ｓｂ2Ｏ3を０～０．１質量％を含有させることにより、Ｆｅを含む光学ガラスであって、
Ｆｅ2Ｏ3、ＳｎＯ2およびＳｂ2Ｏ3を除くガラス質量に対するＴｉＯ2含有量が０～１質量
％でありＷＯ3含有量が０～４質量％である光学ガラスの着色を抑制する方法。
[１２]前記着色の抑制は、波長２００～７００ｎｍの範囲において、前記光学ガラスの厚
さ１０ｍｍにおける外部透過率が７０％となる波長λ70および／または上記外部透過率が
８０％となる波長λ80を短波長化することを含む[１１]に記載の方法。
[１３]前記光学ガラスは、Ｆｅ2Ｏ3に換算して０ｐｐｍ超２０ｐｐｍ以下のＦｅを含む[
１１]または[１２]に記載の方法。
[１４]前記光学ガラスは、Ｆｅ2Ｏ3に換算して０．０５ｐｐｍ以上２０ｐｐｍ以下のＦｅ
を含む[１３]に記載の方法。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　本発明の光学ガラスの製造方法によれば、前述のようにＦｅによる波長３６０ｎｍ～３
７０ｎｍ近辺での光吸収に起因する着色が抑制された光学ガラスを得ることができる。こ
のように着色が抑制されたガラスであることは、波長２００～７００ｎｍの範囲において
、厚さ１０ｍｍにおける外部透過率が７０％となる波長λ70または８０％となる波長λ80

を指標として評価することができる。本発明の製造方法により得られる光学ガラスは、例
えば４００ｎｍ以下のλ70を示すことができ、更には３９５ｎｍ以下、３８０ｎｍ以下の
λ70を示すこともできる。λ70の下限は特に限定されるものではないが、例えば３００ｎ
ｍ程度である。また、λ80は４６０ｎｍ以下であることが好ましい。λ80の下限は特に限
定されるものではないが、例えば３３０ｎｍ程度である。
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